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研究成果の概要（和文）：本研究は、北海道における住宅建築の活用実態と変遷過程を明らかにした。札幌市都
心部では、5つの住宅建築タイプを確認し、活用実態は主に文化財として保存活用されるものと商業用途に転用
されるものであった。函館市西部地区では、7つの住宅建築タイプを確認することができ、歴史的建造物群保存
地区として保護されていることもあり様々な活用実態が把握できた。さらに、函館市西部地区では住宅建築の外
観調査と、具体的な所有形態や増改築に関するワークショップを実施し、変容過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research clarified the utilization and transformation of residence 
buildings in Hokkaido. In Sapporo city, five housing types were confirmed, and the utilization was 
mainly to be preserved and utilized as cultural property and to be used for commercial use. In the 
west area of Hakodate city, seven houses housing types were confirmed, protected as a historic 
building group preservation area, and various utilization actual conditions were grasped. 
Furthermore, in the west area of Hakodate city, we conducted a survey of the appearance of the 
houses and carried out a workshop on concrete form of ownership and remodeling and revealed the 
transformation.

研究分野： デザイン学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景  
北海道の都心部をみると、雪害や戦後日本

のライフスタイルの変化を背景として、三角
屋根の住宅、腰折れ屋根の住宅、変形屋根の
住宅など様々な形態の住宅がみられる。これ
ら住宅を観察すると、多くは高度経済成長期
までに多く建設された木造建築であること
が分かる。一般に、1980 年の建築基準法改
正以前の住宅は既存
不適格建築であり、
住宅ストックとして
の認識は十分とはい
えない。さらに、近
年の都心回帰による
マンション開発や住
民の高齢化などの都
市構造の変化にとも
ない取り壊されるも
のや廃屋となる事例
も多い（図１）。 
一方、近年の住宅ストックに対する関心は、

国家的に重要な課題であり、地方公共団体な
どでも様々な取り組みがみられる。これらの
活用事例をみると、リノベーションデザイン
やコミュニティの拠点施設は、デザイン学、
建築学、生活学などの研究課題として認識す
ることができる。 
これらの共通点として、既存の住宅建築の

文脈を読み取り、現代的な空間として活用し
ている点に着目することができる。また、こ
のように都市を構成する住宅群は、建築類型
という観点から重要性が指摘できる。 
そこで研究開始当初は、北海道の都市にお

ける住宅群を建築類型の視点から整理し、デ
ザイン学的視点から活用方法に関する指標
を得ることを課題とした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、北海道における住宅建築につい

て、どのような現代的な活用方法があるか
（活用実態）、居住者の生活の工夫によりど
のように変化してきたか（変遷過程）という
2 つの視点から実態を把握する。これは、積
雪寒冷地の住宅建築をデザイン学的視点か
らストックとして活用するための基礎資料
を得ることを目的とている。 
本研究の成果は、デザイン学についての知

見を得るとともに、近年の空き家の有効活用
や住宅ストック市場の参考事例となると考
えている。また、変遷に関する調査結果は、
北海道の住居史に関する資料を補完するも
のとなることを意図している。 

 
３．研究の方法 
研究の方法は、現地調査による図面・写真

資料を用いた活用実態リストの作成と、変容
過程の系統図によるモデル化である。 

2016 年度は、札幌市と函館市を対象とし
て、地区内を隈無く歩いて住宅の立面からタ
イプを把握し活用実態についても調査した。

その中で、フラットルーフの住宅や、工業化
住宅などは今回の研究対象から除外し、主な
調査対象住宅を高度経済成長期までに建築
されたと考えられる木造住宅とした。また、
ヒアリングなどから詳細な調査が可能であ
った事例については内部空間の調査も実施
した。 
加えて、北海道における住宅建築の変容過

程を検証するため、北海道開拓の村における
事例調査(2016 年 6 月 12 日、2017 年 9 月 15
日)と、札幌市史や函館市史などの文献調査を
行った。その中から、北海道の木造住宅は漁
業建築との類似性が指摘されることが明ら
かとなった。そのため、変容過程の資料とし
て比較的原始的なタイプである羅臼町の番
屋の現地調査を行った。 

2017 年度は、2016 年度の研究活動を通じ
て、歴史的な文脈も踏まえた研究として方法
を見直し、函館市西部地区の住宅建築を中心
とした研究内容に変更した。具体的には、活
用実態リストをもとに函館市西部地区宝来
町、青柳町における住宅建築を対象として変
容過程に関する調査を実施した。 
また、住宅から転用事例に着目し事例の多

くみられた函館市西部地区元町、弁天町、末
広町、弥生町で札幌市立大学の学生によるま
ち歩きワークショップを実施した。ワークシ
ョップでは、上記の研究結果を踏まえ、共通
の調査項目を記載した調査シートを事前に
作成し、３グールプで実施した。 
それぞれの現地調査は下記日程で行った。 

(1) 札幌市中央区における活用実態の把握調
査：2016 年 4 月 6 日、6 月 19 日  

(2) 羅臼町における現地調査：2016 年 8 月 8
日〜12 日 

(3) 函館市西部地区における現地調査 
① 活用実態の把握調査：2016 年 4 月 29

日、7 月 30 日〜31 日、8 月 17〜18 日 
② 変容過程に関する調査：2017 年 10 月

14 日〜15 日 
③ 変容過程に関するワークショップ：

2018 年 2 月 26 日〜27 日 
 
４．研究成果 
(1) 札幌市中央区における活用実態 
 本研究では、すでに評価が確立している事
例リスト1を参考として地区内および関係施
設を隈無く歩き住宅建築の立面の調査を行
い、建築的特徴と地域から表１のようなタイ
プに整理した。 
 その結果、歴史的な住宅建築タイプⅠ〜Ⅲ
に加え、Ⅳ、Ⅴのように昭和初期から昭和 40
年代頃までに建築されたと推測され揚屋や
長屋などを観察することができた。また、以
下のような活用実態が把握できた。 
Ⅰ.開拓期住宅は、札幌都心部には現存するも
のはみられず、北海道開拓の村に移築復元さ
れたもの、琴似の屯田兵屋、南区エドウィン
ダン記念館など公開展示されている。 
Ⅱ.店舗併設住宅は、札幌市中央区の創成川や

図１ 取り壊し事例 



南一条通りを中心に現在も店舗として活用
される事例がみられる。 
Ⅲ.文化住宅は、開拓期住宅と同様に文化的な
建築として保存・維持されているが、一般公
開の事例は少ない。 
Ⅳ.付属屋住宅は、現存するものは少ないが、
既存の和風意匠の文脈を読み取りギャラリ
ーなどに活用されているものがみられる。 
Ⅴ.町屋型住宅は、道路に面して建ち、増改築
が容易な在来工法の木造建築であるため、多
くは商業用途として活用されている。内部・
外観の意匠は商業的な観点から様々である。 
 

表１ 札幌市内にみられるタイプ 
住宅建築タイプ 建築的特徴、地域 

Ⅰ.開拓期住宅 
 
 
 
 
 

特徴：洋風外観で最小限の

居住空間の住宅。明治初期

に建築。 
地域：広く札幌市内に分布

していたが、現在は北海道

開拓の村などに移築保存

されている。 
Ⅱ.店舗併設住宅 
 
 
 
 
 
 

特徴：和風外観で敷地境界

壁や蔵に札幌軟石を用い

る木造住宅。主に明治期か

ら大正期に建築。 
地域：創成川周辺、南１条

通り周辺（西 1 丁目〜18
丁目） 

Ⅲ.文化住宅 
 
 
 
 
 
 
 

特徴：洋風外観で前庭を持

つ住宅。主に大正期から昭

和初期に建築。 
地域：円山地区周辺（中央

区西 11 丁目〜円山公園）、

山鼻地区周辺（札幌市電ロ

ープウェイ入口〜東屯田

通り）、桑園地区周辺（JR
桑園駅周辺） 

Ⅳ. 付属屋住宅 特徴：入母屋や格子など和

風外観の住宅。昭和初期に

建築。 
地域：すすきの地区周辺

（市営地下鉄すすきの駅

〜中島公園駅） 

Ⅴ. 町家型住宅 
 

特徴：道路に面して建ち、

敷地奥に向かって屋根が

傾斜するものや、一階が商

業用の広い開口部のもの

など様々な形式を持つ。高

度経済成長期に多く建築

されたと考えられる。 
地域：札幌市都心部に点在 

  
(2) 羅臼町における現地調査 
 北海道目梨郡羅臼町カモイウンベ地区(以
下、カモイウンベ地区)における漁業小屋 25
件の現地調査を行った（図 2）。また、羅臼町
郷土資料館では漁業小屋に関する写真資料

を調査した。調査結果は、2017 年の日本建
築学会大会で口頭発表した。また、漁業小屋
の内部および外部に関する実測調査が可能
であった３事例については詳細な分析を行
った。調査結果については、2018 年の日本
生活学会で口頭発表した。 
 以上の調査から、羅臼町の漁業小屋の主な
建築的特徴は下記の通りであった。 
・ 配置は、背後の崖を背にして建つ。 
・ 建物高さは、耐風・耐雪など環境的条件
と建設重機が入らない立地条件等から制
約があり低い。 

・ 内部空間は、主に寝食の空間と作業空間
に２分される。 

・ 外観は、下見板張りで軒先には耐風のた
め軒天井が貼られている。 

 これらの特徴から、最低限の建築条件と生
活スタイルなど北海道の住宅建築を考察す
る上での参考資料が得られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 羅臼町の漁業小屋の事例 
 
(3) 函館市西部地区における現地調査 
① 活用実態の把握調査の結果 
 函館市西部地区でも札幌市と同様に、すで
に評価が確立している事例リスト2を参考と
して地区内および関係施設を隈無く歩き住
宅建築の立面の調査を行い、住宅建築を建築
的特徴と地域から以下のようなタイプに整
理した。 
 その結果、歴史的な住宅建築タイプ A〜C
に加え、D〜E のように様々な住宅群が都市
を構成していることが分かった。また、以下
のような活用実態が把握できた。 
A.耐火造商家は、末広町、弁天町など主に函
館湾沿岸部に分布しており、カフェを併設す
るものや資料館として開放されるものなど
公共性の高い用途として活用されている。 
B.和洋折衷住宅は、末広町から大三坂、元町
一帯の伝統的建造物群保存地区に多く、主に
飲食や商業用途として開放されている。 
C.土蔵併設住宅は、大正期に郊外として開発
された青柳町から谷地頭町にみられる。現在
も住宅として活用されており、公開されるも
のはみられない。 
D1.連続住宅は、建築当初は主に社宅用長屋
として建築されたものであり、対象地区一体
に広く分布する。住宅用途もみられるが、商
業用途として解放されるものもみられる。 
D2.二戸一連続住宅は、D1 同様に長屋として
建築されたものであり、対象地区一体に広く



分布する。住居として活用されるものは、所
有権が分割され左右で異なる外観のものが
多く、特有の景観を形成している。また、商
業用途のものもみられる。 
E.文化住宅は、 土蔵併設住宅と同様に青柳
町から谷地頭町にみられ、現在も住宅用途と
して活用されている。 
F.町家型住宅は、対象地区一体に広く分布し、
現在も住宅用途として活用されている。この
タイプの構成的特徴については、2017 年の
札幌市立大学紀要に掲載した。 
 

表 2 函館市西部地区にみられるタイプ 
住宅建築タイプ 建築的特徴、地域 

A.耐火造商家  
 
 
 
 
 

特徴：一般的には土蔵造り

と呼ばれ、函館では洋風外

観の住宅。主に明治期に建

築。 

地域：海岸線から市電通り

周辺 

B.和洋折衷住宅 
 
 
 
 
 

特長：２階が洋風外観で 1

階が和風外観の住宅。1 階

が店舗のものが多い。主に

明治期〜昭和初期に建築。 

地域：歴史的建造物群保存

地区周辺 

C.土蔵併設住宅 
 
 
 
 
 

特長：和風外観で土蔵を併

設し前庭を持つ住宅が多

い。大正期〜昭和初期の耐

火後に建築。 

地域：函館山の麓周辺に多

くみられる。 

D1.連続住宅 
 
 
 
 
 

特長：和風外観で複数棟が

構造的に一体の長屋住宅。

仕舞屋など。 

地域：広く分布 

D2.二戸一連続住宅 特長：下見板貼りで直截的

な外観。モルタル塗やサイ

ディング貼りのものもあ

る。２戸の入口が表出す

る。 

地域：広く分布 

E.文化住宅 
 
 
 

特長：洋風外観（または一

部洋風外観）の住宅。主に

大正期〜昭和初期に建築。 
地域：青柳町や谷地頭町な

ど旧郊外地周辺 

F. 町家型住宅 
 
 
 
 
 

特長：道路に面して建ち、

モルタル塗やサイディン

グで直截的な外観。高度経

済成長期に建築。 

地域：広く分布 

 

② 変容過程に関する調査の結果 
 本調査では、函館市西部地区の宝来町と青
柳町において、住宅建築 1131 件の外観調査
を実施した（図 3）。この２地区は、昭和９年
の函館大火で被災した隣接地区であるが、宝
来町は明治期には蓬莱貸座敷や芝居小屋な
ど商業地区、青柳町は大正期に郊外として開
発された住宅地区と異なるコンテクストを
持つ地区として選択した。内容については、
論文投稿を予定している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 全対象事例のマッピング図 
 
③ 変容過程に関するワークショップ 
 本ワークショップでは、活用実態で把握し
た住宅建築タイプについて、具体的な所有形
態や増改築の変容過程を図 4のように整理し、
それぞれの課題について把握した。成果とし
ては、元町 30 件、弁天町 38 件、末広町 13
件、弥生町 4 件の調査シートが得られた。内
容については、論文投稿を予定している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 ワークショップ調査シート例 
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(4) まとめ 
 本研究は、北海道における住宅建築につい
て、活用実態と変遷過程に着目し、その実態
を把握した。札幌市都心部では、5 つの住宅
建築タイプを確認し、活用実態は主に文化財
として保存活用されるものと商業用途に転
用されるものであった。しかし、都市を構成
する要素が木造住宅群から高層建築群へと
変化する段階であり、住宅建築の変遷過程は
明確化できなかった。 
 一方、函館西部地区では、7 つの住宅建築
タイプを確認することができ、歴史的建造物
群保存地区として保護されていることもあ
り様々な活用実態が把握できた。また、歴史
的事例も現地保存されており、その他の住宅
建築群の更新も少ないため、宝来町と青柳町
を対象として外観からみた住宅建築の変遷
過程を把握することができた。さらに、元町、
弁天町、末広町、弥生町におけるワークショ
ップでは、具体的な所有形態や増改築の変容
過程に関するデータも得られた。これらの研
究成果については、論文投稿を予定している。 
 研究成果について、計画当初は情報をホー
ムページなどにより公開し積雪寒冷地住宅
の具体的な指針となることを目指していた
が、期間内には情報公開に至らなかったため、
研究終了後に構築する予定である。 
 
５．主な発表論文等 
 
〔雑誌論文〕（計  １件） 

(1) 金子晋也,東出佳子：函館市西部地区に
おける町家型戸建て住宅の構成, SCU 
Journal of Design & 
Nursing,pp.41-46,2017 査読有 

 
〔学会発表〕（計  ２件） 

(1) 三木翔平,金子晋也：羅臼町カムイウンベ
地区における漁業小屋の生活空間,日本
生活学会第 45 回研究発表大会 ,2018 
査読無 

(2) 三木翔平,金子晋也：羅臼町カムイウンベ
地区における漁業小屋の構成,日本建築
学会大会（中国）pp703-704,2017 査読
無 

 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
金子 晋也（KANEKO Shinya） 
札幌市立大学・デザイン学部・助教 

 研究者番号：70594224 
 
                                                  
1札幌市内の住宅建築には、すでに評価が確立している
事例として、文化財指定のもの、札幌市まちづくり政策
局「景観重要建造物」指定のもの、札幌市市民局市民文
化課「さっぽろ・ふるさと文化百選」選定のもの等のリ
ストが存在する。さらに、NPO 法人による調査や市民
団体による調査などがある。 

                                                                      
2函館市内の住宅建築には、すでに評価が確立している
事例として文化財指定のものや伝統的建造物群に加え、
函館市都市建設部「景観形成指定建築物」と「都市景観
賞」、市民活動「歴風文化賞」など多彩なリストがある。 


